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味 と指導の一体化」を目指した3つ のチヤレンジ

宮山県毬合級有センター

確 中村 吉 和

センターの各種突材を遂イfしていくうえて 十Ⅲ

ようも大切なこと【=町 ほと指導の一体化Jを

指すオド"tiにあると考える

「研1多Jと 「指X4Jヵ【一体になってこそりせk■

祉への/4栄
的な数青が可能である そのためには

センター与の'「ほ機 問と燥敦委lF材片t 教 市‖務

所やの指導機関が付4上に騨けな迎 trをNら ねばな

らない ま た 昨 今 研 とのjlj央測定の必要‖tが

出しられ OFほ 会で学んだ内体を数11が兜tlllt

の梅埠にどのように4:かしているかが刊われるよ

うになってさた 学 校規増における81FF成来の辞

宜は‖だ難しいことだが 運 けて苅イヽないtt‖とす

べき漂題といえる

ところで セ ンターでは昨年Elより 0「究 1幽

「火Ptt的な指守力の向 卜を国るこれからの数い01

rrの作り方J を 指げ 次の3つのチ、レンブ (切f

究)に 取り紹1んている

1つ IHま 「校内研ほ活tl化研lF会Jに おける

インター′ヽル研隊の活用である。本研牲会は 縦

終打f究を中しbと した機内研なの材li化を田ること

をイュらいに311の研修会からなるが 奥 命付il●2

11 と 31Ⅲ の ‖けにインター′`ルUに をlFtけ 望

lt打にけに会でヤんたことを勤務44で安P豊してい

ただいている そ の際 受 rt者の勤材機の要神に

応して研究 卜J「が学校訪問を行い 核 ■〕1材の Ij

で辿付役をlFあるなどして 空 rttイを3日miからt

授することで学校の実態に岬した研IF内容の化"

を口っている

2つ |‖コよ i柑 親教育崩18研ほJに おける学

後の付FttlLHイ (ミトルリーター)の 行成であ

る セ ンターで行う米合研FF「わかる把来のため

″】CT活用'1拷会Jの ねらいに 新 たな1貫みとし

て後内,「ほにおける研ほ指尊資の市成を加える

そのことで 研 究十車が 「竹報数市,所問'|“Jを

栄槌する僻に た のけ十陸安調子がlL専イとなって

出14の数11の火低tltiしたよう効架的なF「と内株

を科公 女 lLするなどミトルツーターとして出ヤ

囲目田副

てきることをt uaんでいる。

3つ iに は 学 校の様々なニーズに応した 「独

r湘1険十け〕研桜Jと 数貞対象のアンケート胡食の

イ「幼活川である。欧 奇tt談訪,1けはJで は 町

たにりとt4iltの火はに応した 「,「ほフログラム枚

Aシ ステムJを 構案し 前 lftltti悔に4!かすよう努

めている ま た 前 r‖FJ態のⅢl, 中 lrt 一定"‖

"u郎過後の31」にわたって教R対 象のアンケート

胡れを実施することで 自 /rの指専についての!と

迎しや‖題を他えたりとR生 徒への気付= 莉 譲

拠W,か  研 lF44子後 数 員の指尊ll向ににつな

がっていくか行かの実蜂把理に努めている

さて こ れら3つのチャレンジ (研究)に '(HB

するli腹【と 字 核における技内研rrの活11と維胆

であう 研 究 1lFのV増からすれば lt来 の 「千↓

ちJ″〕をりから「すTってHするJ奏勢への伝強にある

また セ ンターで受出者を摩つて行う栄介研材と

々占イの勘粉按の協力を得て教虫令体で行う機内

付fr4をL子く絡めることによう 受納イが「81竹J

で仰た■搬 1世牌 技 術守を学校の数市照境やりと

klt化の文ほにはした 「指導Jに ″にかすことかHI

惟となる さ らに 校 側 1幡を通して付|は受llイ

のみならず 夕 くの教員が融題解ltのチ法を,(イ「

でttるように支援することができ そ のことで'|

後の歓何米」が学び合い 学 びの共Ⅲlいとしての

Wlrr“も高まったとの報告をも受けている

■lk18117 Ⅲのi卜数祥4申 に 「変化の漁しい

ⅢIltだからこそ 数 tlに求められる主Tlに力を備

火に々に1サけることの主要性が高まってヽヽる J

とある 今 後とも時1くの課題や■―ズを的暖にlt

えた研修を対して 数 t4αttPImな指●力をrhめ

るよう 「筋F4と4D事の一体fヒJに 一南の努力を

傾tlしていかねばならないものと恐う

ヤ全tH数す師勾折連磁第21胴共同研究の研究 L題

でもある “Ⅲセンターは ↑ 向3茂 奥会にて2

■迦縦でlt縦拠家と研究発衣を行っている
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晦 伽 ド2茎詔る o8懇 へ0660

県内の中学生 高校生 高専生わ(製作したアイディアあふれる日本ットを一同に展示しました ま た

2回 のロポット致室もたくさんの小学生rJ参加し 真 剣に作業し 完 成品を楽しみました。

t3示ット屋 (平蔵打年12日10日～平磁24年 1月 22日)

宮3回 ヨ山爵中事務口古ットコ3/テ久ド人磨受麟
巾お寝隊J tt子チームで莉めて1(4メlt'!力■)

草聞香南 II葉 高校へ進み 部 品製造の騎に就きたい

大窪沙都 i4人 の協力てやり送けたことがlEしい

山村 室桂 |え !大営に～権きと富ひかこみ上げてきた

吉同恵実 ,優しく梨をもきRRるアイディアか活かせた

,い とにil出し 1+u門 |し "lhし |↑う叫|て ‖ ⅢⅢ lⅢび)大切さ

に'(づいた役々たヽてす (も のづくりは人づくり〉てすね

8山 市=大 泉中■な

◆高等学校日本ット

イ|卜に■li■ヤ技

人J(1丁に業‖4ケ 技

市間 によIⅢ■ヤ投

◆中学校ロボツト

晰 ‖川IHヤに 1+

|" 内」H中r十■ 川(

●J 京ヽぼ|

古ⅢⅢに【品↓ヤ核

イ〔1性 に■IⅢ■ヤk

市波 |★ 市,ヤ ‖

◆富山高等専P]学校ロボツト

大方(1●lit ii ′ (1せ叫rン||

ltil!|・十1交

■4  1

ロヨ露盟鑑騒
9■ 口 u“ Bは,

■1■リロオット解rは 蔭コーナー

チヤレンジデー(平成24年1月14日、21日)

福島第 1原発事故の対応に大活躍

した自作のレスキ■―ロボットのし

くみについて真重な関線を加えての

議演でした ま さに 日 本の救世主

たと実感しました。

■モンス

1 判ヽい■ャン′ヽス 均1水キャンツヽス

―
平

革京 i小 仰実次 氏十ittI準 大,末 東ロネッ ト拒行師=セ ンター轟1所ミ| トレーシ ョン
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富山県教育記念館 1階 多目mギ ヤラ

屋垂駆コ厄醜慰む辺財ШJ②軸
lt)JlⅢ,)liヽ

よかつたてす (与想者|

1 1に,!Ⅲ )川 をヤたたしました

とれも自分の力をといた,「ようし

い作品てす 持 に感動したのは

小学生の市て, 劫 ″水をほしたま

すのTT現は大人に |て■ない|サの

です

との作品ヽ崎間をかけて作つたこ

とおうかなえます い るいろを支

I学 ■の花勁を見ることホてさて

J は ‐

iB日
Ｌ

Ｂ日置ｎ”
開
凹

日

翻 的
幼稚円 小  叫 ヤ性 Ⅲ ■ヤ校から11き1:きと

ました そ 4■ぞれの年代のすばらしい表現力で
ります

したll:‖がllまり

成長の様子が分か

日
Ｂ
Ｂ
ｒ

1日 コース(光センサーよけロボッ|



艶 職厚蝉部
誕里酪軸婦劇層

1メー

口IF I日

忙Ⅲ〔 イメ■ によ拍||| ■ “は【

:!イ を 11しあ  ・liイ教 ltて||11!し

た拍キ‖など約“XI(`と が収ホされ

ました

| 十ヽt‖■ l J― スは叫■十lt,)'こ

て と ' ●ヽい :!―スt ⅢⅢよ“|。)小

」`ント'!1午こ収 Ⅲ和みました

|

‐ ―

β
母
む 4

ノ

軸 の
IR内H21た。メ 十性か● ヤ m‖ li卜liⅢ Ⅲ 口【件ヽ キ5■liの||かな!よ

|卜と‖tれたん‖" 性`iり ■した

この作品',て いる!こ ヽltタェ持ちよを4し く,り ますわ

中学生てモた■にすはとしい作品よIFれる0て すヽ■ 其 tいと任い

4dぞ |

□
吐

| キ`
~ ヤ

/

ン 嚇

≡

●Ｍ
，

●
●
田

●
●
Ｂ

Ｉ

●
口

一
　

口

●

Ｅ

一
い
叫
”

“
コ
●

コ

‘

‘

，

〓

位

―

げ

メ

ヽ
ヽ
竜

■
ど
　
，

Ｌ
鷺

同

］
ｓ
，

騒 B観

門喘

，
ヤ●

可
町
店
悼

ど

“

ｔ

歯

口

”



‖:義と意気に 燃 ゆるr

永遠に誇らん わ がヤび令

朝日町立五箇庄小学校

く枚区の観要>

Ⅲl性“ Jと1生rimⅢ連す‖1インターから叫,

て1サ2行 に十1‖に  す (近 くには 叫道ヽ■紳

じ逝Ⅲて bり  々 MO)配 のよいとこんて ら

る 1141よ||‖1松批約70+で 4‖1内に竹カイに

捜|↓m1 44γ“十↓‖l Wi典1正|とIH地のlL ビヽ‖を

形成している lLh代+1:民のヤ校に対する町|

はヽく PiA,1動 や十k行 JFへのぢ加tよ仙

机的て か ,助)mで ある ま た 地 【には

m十 Ⅲlなどのセit的なイfJ:や公民郎に付〕1し

なか■旭十■ろ 公 とt韓遁芋合ti な ど 十‖!
Ⅲlの欺riヵ か しっかりとなづ= そ めよう

と中て 十どtた ちは身LI官 を市みなから 地
|☆い (た 'に ,せ■●夕せて健やかにヵ【ltしてい

′3

く学校のほ要 >

1 1ヽ1け 町ドHてヽ11い'1にと 、ヽ小学校として

'と■快“ヤ1 性メ十約 111の小さな,4性として

スター トした Jメ|(1281:のよ官にわたり

l Ⅲlこセえ|すねなから J4"の 教中と‖J女ヤ

化り】処■としてri llしてきた、しかし H‖和

“■代には約170名を牧えたりせ■狭七 〕せね

なⅢⅢ十1=Iて い忙少し な 年宅をt)て きよ

ざとりヽ 十性と継riすることになった

1【|セすⅢ2■■。)けみを抜,返 ったとき 取

V,1■部ない代をた人の科恵と'夕jて〔り也

ぇてさた r川| さ々ィてた'1和6午!ユ↑1 ,助 ヤi

り1打r)ケltした“〔あ, ■ 側| 合々わ`ltて
|,れた人H711!4地 t米 野功が幼ヤをし さ

らにはスヘ インЩ町が荒成を4Fr4るつたⅢⅢI【

てあった ヽ た 綸 lrを始めた1‖和 7■は

人■十1中tⅢのⅢⅢただ叫て食十IⅢⅢitl■しい

ⅢⅢ代てあった ,Ⅷ 怯合か件られた‖布セ711

はtt r、中17tFiかようやく終わりを辿えた1■t

あ,た か い 1ヽ'■け跡のいまたILlえぬ|1代r

L,た

こ,Ikうな山軒を fFり越えなからIH「快ri

名め■★ltを送りltし 夕 くの行わい人‖を

イ出してきた小後へ″)地ht"セ hに は熟いも
り)がある

(本 なの特色ある数百>

木技では “  体  掬 の 対i■十とし|“を
11(Iの ま0)「′と女〔七!,tl)1 町 き,さ |,

ということばで去理し 十111,ょりも■せた

|1格よりも十1カ をJ「拍hはよりも|IJとtを!

をキャ ンチフレーズに 々 い欺イ市1〕に収う

資んでいる

●心ほの1=の

'(側H[びや令, リ々レー 拭 liFimtと  1
ヽ61!Lま でみたなか こを つ にしてHて'

細む縦伸|,"[活 動を通して 世 いや,,)ふ

る 「ともの市成にt'すあている

ヤ,1とすせて (公Jせnll方 辿`ⅢⅢ 協 力した救

市活町 (人権味とヽ 道 はいとH‖ft■ ■ れ

あいの姓いなど)や iせIえの活町 (公1せn!田

ヤ合イlf け レーマラツンをと)を イIL■ 十

性と地htのつながりを深あるとともに 1

_Fもの新いに■を市んている

0元 気もりもリ

テレしやケームをとによつてイ(1はいこなり

かちな1!11を,こriし ン アィラとようよく

力"',う なら`■11ilかモさる|イⅢⅢⅢなllを

つ すようと ,■ ヽとt alllして ′ ―テ

レビケイム ノ ーケームイイとにイ十レン

ブJに いてり疑1九て■る

088さ らせら

水‖‖ は お1 のヽ|||■を行わⅢ そ υ】十‖を

6 ilJtt r十に々 「十級タイ11と して付rfづ
け ヤ ‖の姓岐に応した“H刑い竹甲を行 )

ている

!ち)てitturjた内本Jケ 方ヽ lV】た1に Ⅲ'‖‖

てri的 に学料を進bる という貨とて,)十

‖‖ドをIlに付けさせる収け科ユ4Fiって

1ち

I Jl



如 申

りと政も教miも

脚く学校

魚津市立坪野小学校

<枚 区の概要>

11イ(11り の セ流て,ある」‖ い |'キ古=|イ‖!
し  11J十  Jと 「  i世イ下″)11世|イlJ701 F打、Lィi
る HIて ら7J IⅢⅢ1 80内111こ||イ||し !中;

打″4こ4に する|,かな||バⅢⅢ支り ■ た ■

付駅をイ("lkとした|IJ十やJよ セカ|(2!して,tえ
,tセ|ヒHⅢt lせ11こはえて, るヽ 1世"女こセわる

抑 |,「七 十 1 い々t itぞとしてtけ ‖1かれてい

る'、|'Wと と|に  |せhiか|1妖11によ
ヤンヽるi!

,J`款 1lt hる

,4古 な■伎イ「■やPrA十 li功に出i‖2‖i,
てⅢⅢⅢ,るなど T紅 けてあり 教 十Fi効 ↑

nlにわたつて人4商 )Jlてある

(学校の概要〉
り、H131■こは'付 !■台!Ⅲ■小十伎サ|'")

枚りとして‖町1さイ1 その千々Ⅲ‖白■6Ⅲ」よ付|↓
■仕r引向民十1 Ⅲ々TT,教りと改和i l‖1 2Flモ

点i十li↓は市Jギ■忙川:」'ナ欺明をliて叫,ⅢⅢ2

■仕付小十枚よりll↓し 1lirⅢ llllJ丁い十

性として門枚ざよる

Jどh りせ■攻は1171て担J(の311報社i析|て
ある

小|↓||ltいよさを■かして+ltい ||を巴え

た,11ド冷生巾十てび) 1ヽ!Ⅲを'(lRり 人イiて,ヽ

る 人 |夕や市!"は ,せ■いよ13カや協J‖こを

itいる て '(どと教付均舛を 1)て ,る  i

た はtliド‖や十六卜i‖砲 1に,iける jlを 迪
して ■ 十上げ)|を |十〔て, らヽ

‖̀代Ⅲl■とこ 」と|け"【にとtわる貯十'|を

iイつてヽ' lⅢ取セ|ヒ')セ!Fttmと付 )てい

る

1いえ作■ 十 ltヤ十■をとして 十 と七たち

ti lLlくにiサするをttをtら  :る さとを1,
りにHう|くtllうか,ま,て いる

」!tt2ヤ13111こ  lt:!',十卜1(1こltど″1  +テ

まイrご」う11lti'Hi 上Ⅲ十Ⅲ十Jヽ
ナ■||び"■111こム|′[

|('うヽ

(特色ある取 り組み〉

litFKl性!1か↑'ど“ウ)」11を ||1本チ勢に

'せヽ1を iヤ化|こしlt教| iヽjイ'‖|うとし 'と 1ヽ打モ

トすく ■1 ,titれ  '世tギカ! 十ヽ1打it 41る'4技

を さ し  々 古imに lkう11んでいる

0人 形劇

■技の人|力即は 叫 1,中11 1JIナ11‖'い

illllri,t't‖:ぉヽ  'iltイ' 楽 しt ヤヽ11に し

tり)に  い つt投 ‖とけを他いている 「と

もにしたい |というlri熟ⅢⅢ 教 えたのが■

ようてある

このあたりに 1 11 ■ tヽ班 や‖【i↑ 力｀

あ ,て■え よ た ‖‖Fせて FJ!!けや tiつ

による水11い 付jごいなどによつわる伝|ヤが

'ti 'マ  ケ アキやム,す 力‖Hて くるlti「

t枚 マくす受っており ‖ ||にはこと'(かな

おヽ コタと

人,杉は 「件うて ヽ|卜と神門J‖lllて'Pをつく

' 4 tll'tて十十1イをつくって‖ |すた さ っ

そくそい■いを 々 'せ食で人序州を1!コイした

ところ 々 サせたち'卜引ⅢⅢiよ く |と した11

はl rit■めた

こメ1かさⅢ打Ⅲ となけ Ⅲ 午人|夕HIを1とヽ!
い||さ7しに141子Ⅲる点う1こ'1っ亨= "1打 卜21t

it rょ  ′)、,4nt″ント,43イt川1肝iよ十[  IIどtとり,

りを市てる人レⅢⅢ と 地して ↑ 叫|)友進に

t料 ↑さよ 人 ,杉に1は ヽ lt'サ仏れとして後

‖1に■1)当|かイ| ■  史 て市ってきた

0獅 子舞

Jと |し|イ(こPFく打卜ちセわるJヒ inl,ウrを十1

1+会υ労1任から特Ⅲを,, ■ Ⅲ【■41こlr,T

J、■枚"十 Ⅲヤとして ‖サあて1世|イklヒ比ヽて投

↓■したり,をさ■Jれ ,こ そ ',後 “ イ々丁われ

る Ⅲ町」いるしなりJ地 ヽ人J川会 ||よtt

付1午 「!‖叫【■れ十‖化次会Jなと た くさ

アしの十1■て投,,し 地 1女の方々打ち ,々||をけ

し ,て は'「町小■ほtr十昨として名れ,』り

1(itになくて まならとい 千ヽ動とな )ている

Ⅲ21



「学ぼう1ふるさと本来」支援事業 実践活動報告云
百山lR敦■83を田 15!∞ ～

朝日町立あさひ野J 学ヽ校

塩の道 ■4つ くう
一体験ヤ‖を週 してr孫 とのA

llを考える一

奈の御 を外 十九太錬 出|

富山市立大久保小学校

辿Ik'サlri[   (ィヒ  114と ち わ

わることを抱 して :ん どとに
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◆特別展 「富山県小学校教高 140年の歩みJI(江 戸期から終戦まで)

百岡市立博労小学校
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伝続工まを学忘修 刻室り)

平成24年2月,7日(金)

豆山町立新瀬戸J 学ヽ校

地項の山然 t、統 そ 化 人 (

かかわり 41さ ■さとrせ 次Ft

できる 「とものr)成

高 岡市 立 木 津小 学 校

地収の人と‖よしツⅢジ■クト
ー木i卜を1ろ う 人とつながろ
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名人数ま(魚のまピi方 )

報】二晋J

◆第3回 「児ヨ 笙 徒による も のつくり震J

◆第10回 「さんすう ワ ールト展J

◆第9回 「子どもの日 自 然不思譲発見写真展〕

◆纂郷回 1退藍数騒目厚生部百山豆部会員作品展J

◆第釣口 「毎別支援事t_ あ抗ながんばってます作品展j

◆第43回 「富山lR崎形叡葛作品震J

◆第3回 「アイディア ロ ポット フ エスタサロポット展

◆第23回 「富山県中学校美術展J

◆第6□ 幅 山県版造形致膏作品展 秀 作口積展J

4826日 (木)～ 6月 3日 (日)

6月 14日(木)ヽフ用15日(日)

フ月25日 (水)～8月 26日 (日)

9月 6B(木 )～10月7日 (B)

10局12日(金)～10月21日 (日)

1'局 1日 (本)～Ⅲl月'8B(日 )

1明 2日 (■)～12月9日 (8)

13弓148(金 )～ 1用 卸日(日)

1月 31日 (本)～2月 17B(8)

2月 鶴日(木)～4月 7日 (日)

伝境のカレンターつくツ十本版回)

境子てヒオ トーフfF備にユ

をⅢ


